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交通事故の恐ろしさ
　　　　気持ちを引き締める
　　　　　　　　　　一6月18日上野小グラウンドー

　車社会の到釆を迎え、交通安全意識の高揚と交通道徳の徹

底を図りたいと、農協の主催で、上野小学校児童、上野保育

園児などを対象に、「町交通安全推進大会」が開かれました．

　児童たちは、県警の白バイ・パトカーの展示説明や見学、

交通安全教室や自転車の正しい乗り方の指導を受けました．

また、実演された歩行者の飛び出し事故や、大型車の巻き込

み事故を目の当りにして、恐ろしさを痛感していたようです。

圃休日救急医
7月14日千手診療所（中央町）a68－2034

21日中条病院（中条）a57－3018

28日池田医院（本町西）a52－2581

8月4日大坪医院（四日町）a57－6100

11日　第二藤巻医院（上　野）a68－2018
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舵
と
り
で

　
儀
期
満
了
に
よ
る
町
長
選
挙
匙
、

議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
六
月
十
六

瑠
、
繭
雲
町
長
と
金
子
・
押
本
爾
町

議
が
、
そ
れ
ぞ
れ
当
選
と
決
ま
り
ま

し
た
。

　
七
月
華
目
か
ら
、
第
三
期
南
雲
町

政
が
ス
タ
ー
欝
し
ま
す
。
町
長
か
ら

今
後
四
年
闇
の
抱
負
や
、
課
題
な
ど

を
述
撰
て
鱒
た
だ
き
ま
し
だ
。
，
、

　
紫
陽
花
の
あ
ざ
や
か
な
季
節
を
迎

え
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
の
町
長
選
挙
は
、

二
十
四
年
振
り
の
投
票
に
ふ
さ
わ
し

い
、
半
年
に
及
ぶ
長
丁
場
の
厳
し
い

選
挙
で
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の
力
強

い
ご
支
援
の
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、

三
度
当
選
の
栄
に
浴
し
、
感
激
こ
れ

に
過
ぐ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
に
謹
ん
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

蒙

南雲春雄町長

　
今
後
は
、
皆
様
の
ご
期
待
と
ご
恩

に
お
報
い
す
る
た
め
、
初
心
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
町
勢
の
発
展
に
努
め
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
一

層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
燵
の
ほ
ど
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
町
づ
く
り
の
基
本
理
念
は

『
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
人
間
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
健
康
で
安
全

な
生
活
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
』

に
あ
る
べ
き
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
川
西
町
の
将
来
像
と
し
て
、

一
、
コ
メ
を
核
と
し
た
食
糧
生
産
基

　
地
の
確
立

二
、
十
日
町
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化

　
の
推
進

を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
、

お
お
む
ね
次
の
項
目
に
つ
き
取
り
組

み
た
い
と
、
お
約
束
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

◎
心
身
と
も
に
健
康
で
明
る
い
町
に

　
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

　
　
ン
施
設
の
整
備

　
・
下
水
道
の
普
及
促
進

　
．
医
療
施
設
の
整
備
強
化
と
健
康

　
　
づ
く
り
運
動
の
展
開

◎
お
も
い
や
り
と
親
切
が
い
っ
ぱ
い

　
の
町
に

　
・
高
齢
化
対
策
の
推
進

　
・
保
育
料
の
減
額
見
直
し

　
・
人
材
育
成

◎
雪
に
も
め
げ
ず
た
く
ま
し
く
発
展

す
る
町
に

　
・
克
雪
タ
ウ
ン
計
画
と
流
雪
溝
整

　
　
備

　
・
都
市
計
画
事
業
（
街
路
及
び
区

　
　
画
整
備
ほ
か
）

　
・
公
営
住
宅
の
建
設
と
町
営
バ
ス

　
　
の
運
行

◎
は
た
ら
く
喜
び
あ
ふ
れ
る
生
産
の

町
に

　
・
農
業
立
町
の
堅
持
（
優
良
米
の

　
　
生
産
確
保
と
特
産
奨
励
）

　
・
地
場
産
業
の
振
興
と
企
業
誘
致

　
　
の
促
進

◎
香
り
ゆ
か
し
い
文
化
を
創
造
す
る

町
に

　
・
生
涯
学
習
体
制
の
推
進

　
・
文
化
活
動
の
奨
励
と
文
化
会
館

　
　
（
仮
称
）
の
建
設

　
こ
れ
ら
は
、
本
年
度
策
定
さ
れ
る

町
総
合
開
発
計
画
（
平
成
四
～
七
年
）

で
具
体
的
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
山
積
す
る
諸
問
題
は
、
町
民
総

参
加
の
姿
勢
で
こ
そ
実
現
、
解
決
さ

れ
る
べ
き
と
存
じ
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、
こ
の
選
挙
で
燃
え
た

巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
単
に
選
挙
に

限
ら
れ
た
一
過
性
の
も
の
と
す
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に

発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
め
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
間
も
な
く
梅
雨
明
け
、

盛
夏
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
皆
様
の

ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
当
選
者

金子澄男（53歳）

　岩瀬農業

押木　貢（48歳）

　元町農業
麟3．7．10



焦
彰

プ
ノ

グ

　
第
四
回
町
議
会
定
例
会
が
、
六
月

慧
十
七
日
か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。

会
期
は
、
七
月
十
一
日
ま
で
の
予
定

と
な
っ
て
騨
ま
す
。

　
二
十
七
日
は
、
　
蛸
米
市
場
開
放
阻

止
に
関
す
る
講
願
臨
と
罰
平
成
三
年

産
米
の
政
府
買
騨
入
れ
価
格
の
請
願
」

が
採
択
さ
れ
た
あ
と
、
　
矧
公
園
設
置

条
例
の
一
部
改
正
条
例
」
が
原
案
ど

お
嬢
可
決
さ
れ
、
新
設
の
－
節
黒
城

跡
森
林
公
園
設
置
条
例
」
が
、
所
管

の
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
じ
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か

至
件
の
特
別
会
計
補
正
予
算
、
劉
町

過
疎
地
域
活
性
化
計
画
（
変
更
）
」

が
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
は
、
筆
手
小
学
校
大
規
模
改

造
王
事
と
川
西
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
改

修
工
事
の
講
負
契
約
が
承
認
さ
れ
ま

じ
た
。

　
請
　
願

●
米
市
場
開
放
阻
止
に
関
す
る
請
願

　
本
町
の
稲
作
農
家
が
、
大
幅
な
米

の
生
産
調
整
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

良
質
米
主
産
地
と
し
て
、
米
の
市
場

開
放
を
阻
止
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。●

平
成
三
年
産
米
の
政
府
買
い
入
れ

　
価
格
及
び
わ
が
国
農
業
・
農
村
の

　
将
来
展
望
と
米
穀
政
策
の
確
立
に

　
関
す
る
請
願

　
米
の
国
内
自
給
を
基
本
と
し
た
、

わ
が
国
農
業
の
将
来
方
向
を
明
確
に

し
、
町
の
稲
作
経
営
の
安
定
と
、
平

成
三
年
産
米
の
政
府
買
い
入
れ
価
格

の
現
行
確
保
な
ど
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

●
公
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

縫

集落センター整備予定地今瑠島睾

　
節
黒
域
跡
公
園
を
森
林
公
園
と
し

て
新
設
す
る
た
め
、
本
条
例
か
ら
削

除
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

補
正
予
算

●
平
成
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
増
額
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
克
雪

セ
ン
タ
ー
の
補
修
六
〇
〇
万
円
、
農

道
舗
装
一
、
二
〇
〇
万
円
、
集
落
セ

ン
タ
ー
整
備
・
農
業
機
械
施
設
整
備

補
助
一
、
九
〇
〇
万
円
、
下
水
道
基

本
計
画
設
計
委
託
五
〇
〇
万
円
、
町

道
工
事
費
一
、
○
○
○
万
円
、
橘
運

動
場
駐
車
場
舗
装
ほ
か
六
〇
〇
万
円

な
ど
で
す
。

●
平
成
三
年
度
国
民
健
康
保
険
診
療

　
所
特
別
会
計
補
正
予
算

　
医
師
住
宅
建
設
費
、
医
療
用
機
械

器
具
購
入
費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
三
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算

　
平
成
二
年
度
分
の
医
療
費
償
還
金

な
ど
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
三
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　
国
道
4
0
4
号
改
良
工
事
に
伴
う

工
事
費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

過
疎
計
画
の
変
更

　
節
黒
城
跡
線
と
根
深
環
状
線
の
改

良
な
ど
を
、
計
画
に
加
え
る
も
の
で

す
。

建
設
工
事

請
負
契
約
の
承
認

●
千
手
小
学
校
大
規
模
改
造
（
建
築
）

　
工
事

　
請
負
金
額
”
九
、
三
七
三
万
円
、

契
約
の
相
手
方
肘
（
株
）
福
田
組
小

出
営
業
所

●
川
西
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
改
修
工
事

　
請
負
金
額
”
四
、
六
六
五
万
円
、

契
約
の
相
手
方
”
（
株
）
吉
楽
土
建

ヂ稼翫識簿葡飛菊驚猶騰警
し、戴袈襲ゑ酸iと鰻ゑ婁1裂製
　県では、県民の皆さんに県の施設を見学していただき、県政への
理解を深めていただくために、「ふれあい県政バス」を実施します。
　夏休み期間中ですので、親子でのご参加をお待ちしております。

日（水）午前10時～午後4時

丁駅前から発着）高冷地農業技術センター、

の家、工業技術センター十日町試験場
親子、または10人以下の団体

羅
轄
欝
繍
新
費

　
　
　
、
　
　
加
　
う
記
新
総
先

　
　
場
　
　
参
先
の
下
市
県
せ

時
設
牧
格
員
、
み
記
、
潟
潟
わ

　
施
成
資
人
は
込
明
に
新
新
合

　
学
育
加
集
食
し
と
で
O
　
い

日
見
法
参
募
昼
申
」
ま
9
5
　
問

　
　
妙
　
　
　
　
　
望
働
〒

■
■
　
■
■
■
■
　
　
　
　
　
■

1担となります。

二がきに「第IO回ふれあい県政バス参加希

所、氏名、電話番号を記載して、8月12日
1し込んでください。

番地1
1事公室広報公聴課
二潟県総務部知事公室広報公聴課公聴係

薗025－285－5511内線2116
3。7．10魯



町職員による開票作業のもよっ

　6月16日に行われた川西町長選挙、同議会議員捕

欠選挙は、即日午後7時30分から総合センターで開

票されました。投票の結果は次のとおりです。

候補者別得票（敬称略）

　町長選挙

　　■南雲春雄

　　■押木元男
　　無　　効

議員補欠選挙

　■金子澄男
　■押木　貢
　■戸田専治
　無　　効

6●16
川西町長選挙

川西町議会議員
　　　　　　補欠選挙

　　の結果
　　　o

3，684票

2，670票

　　39票

2，959票

1，911票

1，291票

　229票

◎有権者数

◎投票者数

◎投票率

，

男　3，279人
女　3，449人
計　6，728人

男　3，075人
女　3，318人
計　6，393人

男　93．78％
女　96．20％
計　95．02％

※カッコは議員補欠選挙

（3，074人）
（3，316人）
（6，390人）

（93．75％）
（96．14％）
（94．98％）

珊

　　　　　　 難

襲麟

麗

灘
難

繍

蝋

縣

戴

藝：雛．

翻

鶏

羅

騰
灘

灘
雛

轄㈱撒齢

　難
難

蓑

纈膿　
　

　
醐

　
　
　
難

締・　　　麟蝋

　離

．麗

継嚢議
窪　　　・　鐡

　
　

嶺
　
　
　
　
叢
塗

　
　
　
　
　
麟

鑛

難
灘
、
鰭
鷲
響
姻
、
劃
鳳

灘
懸
灘
鷺

麗

撫

鰯

　
綿

・灘

羅
．

（
一

華

繍灘
　
織　
雛

灘

3・7・10窃



　　　　　　　　講

　　　　灘灘　　　灘

椰

轄
　
ウ
や
　
　
　
　

辮

懸
難

灘
難
、灘馨

購

　
灘
撒

　
　

　
叢
　
轍
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現
在
、
町
で
は
「
第

四
次
総
合
開
発
計
画
」

を
基
本
に
、
ま
ち
づ
く

り
、
行
政
運
営
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
昭
和
5
9

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
平

成
7
年
ま
で
の
基
本
的

な
構
想
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
計
画
は
、
前
期
計
画

（
昭
和
59

～
62
年
度
）
、

中
期
計
画
（
昭
和
6
3
～

平
成
3
年
度
）
、
後
期

計
画
（
平
成
4
～
7
年

度
）
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
、
後
期
計
画

の
見
直
し
の
年
で
す
。

　
こ
れ
は
、
年
々
変
化

す
る
財
政
需
要
や
町
民

要
望
に
こ
た
え
る
た
め

に
必
要
な
も
の
で
、
現

在
は
素
案
づ
く
り
の
段

階
で
す
。

　
素
案
づ
く
り
が
終
わ

る
と
、
い
ろ
い
ろ
の
審

議
の
場
を
経
て
、
十
二

月
中
旬
に
は
後
期
計
画

が
決
定
さ
れ
る
予
定
で

す
。
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こ
と
し
、
毒
寿
の
お
祝
い
を
迎
え
た
方
は
、
大
正
三
年
四
月
二
日
か
ら
、

大
正
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
満
七
十
七
歳
の
六
十
七
人
が
対
象

で
す
。
当
日
は
、
五
十
六
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
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七
月
十
日
、
き
ょ
う
か
ら
第
三
期

南
雲
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
そ
こ
矯
、
夫
正
3
年
か
ら
昭
和
翻

年
ま
矯
の
寅
年
で
、
4
月
生
ま
れ
の

方
の
中
か
ら
認
人
の
ご
協
力
を
い
だ

だ
い
て
、
町
政
に
対
し
て
要
望
や
穆

ご
意
見
を
伺
騨
ま
し
た
。

＊
南
雲
町
長
騰
大
正
焉
年
（
寅
年
）

　
　
　
　
　
　
4
月
n
貿
生
ま
れ
＊
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高
橋
正
雄
さ
ん
（
高
原
田
7
7
歳
）

　
冬
場
と
か
雨
降
り
は
、
年
寄
り
は

特
に
家
に
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

年
寄
り
と
い
え
ど
も
運
動
の
機
会
は

必
要
と
思
い
ま
す
の
で
、
天
候
に
左

右
さ
れ
な
い
、
年
間
を
通
し
て
で
き

る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
施
設
が
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

西
山
ハ
ル
イ
さ
ん
（
下
平
新
田
6
5
歳
）

　
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
老
人
人
口
が
増
え
、
老

人
だ
け
の
世
帯
も
増
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
晩
年
ま
で
老
人
だ
け
で
も

安
心
し
て
住
め
る
施
設
を
造
り
、
老

後
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
町

づ
く
り
を
。

高
橋
正
信
さ
ん
（
中
仙
田
6
5
歳
）

　
町
内
に
は
、
老
人
だ
け
の
世
帯
が

か
な
り
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、

年
を
と
る
に
つ
け
、
屋
根
雪
処
理
や

病
気
な
ど
、
心
配
の
事
ば
か
り
で
す
。

若
い
人
も
、
年
を
と
っ
て
い
る
人
も
、

安
心
し
て
老
後
が
迎
え
ら
れ
る
制
度

が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

須
藤
愛
子
さ
ん
（
下
原
　
4
1
歳
）

　
若
者
の
働
く
場
所
や
、
出
稼
ぎ
に

行
か
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
企
業
の

誘
致
を
望
み
ま
す
。
ま
た
、
医
療
の

充
実
に
つ
い
て
、
人
的
・
物
的
の
整

っ
た
新
し
い
診
療
所
で
診
察
が
受
け

ら
れ
、
他
病
院
に
出
掛
け
な
く
て
も

い
い
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
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佐
藤
直
春
さ
ん
（
木
島
　
5
3
歳
）

　
若
者
が
自
然
に
集
ま
る
町
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
町
、
議
会
、
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
心
か
ら
町
の

発
展
、
町
を
愛
す
る
努
力
を
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
町
、
議
会
の
方
々
が

研
修
や
視
察
に
行
っ
た
、
そ
の
成
果

を
少
し
で
も
見
せ
て
ほ
し
い
。

八
重
沢
真
樹
さ
ん

　
　
　
（
発
電
所
通
り
西
1
7
歳
）

　
川
西
町
の
自
然
は
素
晴
ら
し
い
。

だ
か
ら
、
自
然
を
破
壊
す
る
よ
う
な

開
発
は
し
な
い
で
ほ
し
い
。
ま
た
、

自
然
の
空
気
を
吸
い
た
く
て
も
、
養

豚
の
悪
臭
が
鼻
を
つ
く
の
で
、
う
ま

い
空
気
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
う
ま
い

空
気
を
吸
え
る
環
境
づ
く
り
を
。

灘

金
崎
澄
子
さ
ん
（
元
町
　
4
1
歳
）

　
町
外
か
ら
町
を
訪
れ
る
人
に
、
案

内
を
し
て
や
れ
る
施
設
、
ま
つ
り
行

事
な
ど
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ

る
自
然
を
利
用
し
た
施
設
も
ほ
し
い

で
す
ネ
。
小
さ
な
意
見
で
も
耳
を
傾

け
る
ゆ
と
り
と
配
慮
を
。

青
木
伸
輝
さ
ん
（
木
落
53
歳
）

　
克
雪
対
策
（
流
雪
溝
整
備
）
と
医

療
施
設
の
強
化
を
特
に
望
み
ま
す
。

大
き
な
費
用
を
必
要
と
す
る
事
業
も
、

原
点
に
戻
っ
て
研
究
す
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
基
本
的

な
政
策
は
、
実
現
可
能
な
事
柄
を
優

先
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。繍灘

藍



水
品
成
良
さ
ん
（
新
町
新
田
2
9
歳
）

　
流
雪
溝
の
整
備
と
下
水
道
の
町
内

全
域
化
の
早
期
実
現
を
。
ま
た
、
若

者
の
定
着
化
を
図
る
た
め
、
都
市
交

流
を
目
的
と
し
た
企
業
誘
致
や
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
建
設
、
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
屋
内
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
建
設
を
望
み
た
い
。

桐
生
ミ
サ
ヲ
さ
ん
（
大
白
倉
7
7
歳
）

　
月
に
二
回
、
野
口
か
ら
バ
ス
に
乗

っ
て
十
日
町
病
院
に
通
院
し
て
い
ま

す
。
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
公
的

交
通
機
関
の
な
い
不
便
さ
を
感
じ
て

い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

朝
と
夕
方
だ
け
で
も
利
用
す
る
も
の

が
あ
れ
ば
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。

高
橋
保
夫
さ
ん
（
三
領
　
4
1
歳
）

　
企
業
の
少
な
さ
か
ら
、
、
自
分
を

含
め
て
、
町
外
で
働
く
者
が
町
に
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状
態

は
、
町
か
ら
活
気
を
取
り
除
く
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
、
若
者
が
定
着
し
て
働
け
る
町
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
奈
奈
子
さ
ん
（
学
校
町
1
7
歳
）

　
川
西
町
は
全
体
的
に
暗
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
町
の
メ
ー

ン
通
り
（
県
道
）
な
ど
を
例
に
と
れ

ば
、
広
く
し
て
、
歩
道
を
と
っ
て
、

花
壇
や
木
々
な
ど
を
植
え
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。
今
の
ま
ま
で
は
、
何

か
、
圧
迫
感
を
感
じ
ま
す
。

斎
木
和
作
さ
ん
（
高
倉
　
5
3
歳
）

　
各
地
域
の
要
望
を
取
り
入
れ
て
も

ら
え
る
機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く
作

り
、
積
極
的
に
推
進
し
、
可
能
な
限

り
実
行
に
移
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
温
泉
源
の
掘
削
な
ど
、

夢
の
あ
る
事
業
の
実
現
を
望
み
た
い

も
の
で
す
。

山鳩

高
橋
恵
吹
さ
ん
（
坪
山
　
1
7
歳
）

　
自
分
が
生
ま
れ
た
所
だ
か
ら
、
と

に
か
く
発
展
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
川
西
町
は
、
活
気

の
な
い
寂
し
い
町
に
感
じ
ま
す
。
ど

う
し
た
ら
活
気
が
出
て
く
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
に
ぎ
や
か
な

活
気
付
く
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

片
桐
保
栄
さ
ん
（
小
白
倉
6
5
歳
）

　
　
大
正
生
ま
れ
…
…
、
「
も
う
古
い
」

　
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
若

　
い
人
と
の
話
し
合
い
に
は
耳
を
傾
け

　
る
よ
う
に
常
に
心
掛
け
、
健
康
と
若

　
い
気
持
ち
で
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

　
た
、
夢
の
あ
る
町
政
が
展
開
さ
れ
る

　
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

藤
巻
幸
夫
さ
ん
（
塩
辛
5
3
歳
）

　
過
疎
化
が
進
み
、
若
者
が
定
着
し

な
い
…
…
、
若
者
の
都
会
流
出
や
結

婚
難
は
、
農
村
地
域
の
特
有
の
宿
命

と
も
い
う
べ
き
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
中
で
、
先
刻
か
ら
実
施

し
て
い
る
国
際
結
婚
に
は
、
一
つ
の

光
明
を
見
た
思
い
が
し
ま
す
。

丸
山
サ
イ
さ
ん
（
根
深
　
7
7
歳
）

　
現
在
、
町
の
高
齢
者
学
級
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
毎
回
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
学
級
の
あ
る
と
き
は
、
仕

事
を
事
前
に
済
ま
せ
る
な
ど
し
て
、

必
ず
参
加
し
て
い
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
こ
う
い
う
学
級
や
講
座
な
ど

ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

児
玉
幸
一
さ
ん
（
上
野
　
2
9
歳
）

　
夢
、
魅
力
、
活
力
あ
ふ
れ
る
町
づ

く
り
に
向
け
、
何
で
も
い
い
か
ら
一

つ
の
事
（
物
）
を
と
こ
と
ん
納
得
の

い
く
ま
で
取
り
組
ん
だ
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
お
の
ず
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
道
が
開
け
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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町
で
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
採

用
の
一
般
事
務
職
員
六
人
（
初
級
職

四
人
、
上
級
職
二
人
）
を
次
の
要
領

で
募
集
し
ま
す
。

初
級
職
員
受
験
資
格

　
昭
和
4
1
年
4
月
2
日
～
4
9
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人
。

上
級
職
員
受
験
資
格

　
昭
和
3
7
年
4
月
2
日
～
4
5
年
4
月

　　　　（採用試験実施要項）

一般事務望縄炎採用の予定

申込受付7月10日～8月10日
　　　　　　　　（郵送消印は8月8日まで）

1
日
生
ま
れ
の
人
。

試
験
の
方
法
以
外
は
、
初
級
、
上

級
と
も
共
通
の
内
容
で
す
。

　
試
験
の
日
時
と
場
所

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合

が
す
る
試
験
）

試
験
日
9
月
2
2
日
（
日
）

受
付
時
間
　
午
前
9
時
～
9
時
4
0
分

試
験
場
　
長
岡
市
四
郎
丸
町

　
　
　
　
　
県
立
長
岡
大
手
高
校

初
級
試
験
の
方
法

　
高
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地
方

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識

と
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆
記

試
験
と
作
文
試
験
を
し
ま
す
。

上
級
試
験
の
方
法

〈
教
養
試
験
〉

　
大
学
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地
方

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識

と
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆
記

試
験
を
し
ま
す
。

〈
専
門
試
験
〉

　
大
学
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
専
門

的
知
識
（
行
政
）
と
能
力
に
つ
い
て
、

択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
し
ま
す
。

携
行
品
　
受
験
票
、
H
B
鉛
筆
、
消

　
　
　
　
し
ゴ
ム
な
ど
。
ボ
ー
ル
ペ

　
　
　
　
ン
や
万
年
筆
使
用
は
無
効
。

合
格
発
表
　
m
月
中
旬
ご
ろ

2
　
一
一
次
試
験

試
験
日
　
n
月
上
旬
ご
ろ
（
｝
次

　
　
　
　
　
試
験
合
格
者
に
別
途
通

　
　
　
　
　
知
）

試
験
場
　
川
西
町
地
域
活
性
化
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
（
役
場
裏
）

方
　
　
法
面
接
試
験

採
　
用
　
日

　
平
成
4
年
4
月
1
日

受
験
の
手
続
き

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

申
込
圭
日
の
提
出

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、

　
押
印
。

　
写
真
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
無
帽
・

　
正
面
上
半
身
）
三
枚
を
添
え
て
役

　
場
行
政
係
へ
。

申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

　
履
歴
圭
日
　
一
通

　
学
校
の
成
績
証
明
書
　
一
通

　
申
込
書
の
受
付
期
間

　
7
月
1
0
日
～
8
月
1
0
日
（
郵
送
の

場
合
、
消
印
は
8
月
8
日
ま
で
有
効
）

　
問
い
△
．
・
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
奮
六
八
－
三
一
二

　
　
　
　
　
有
線
二
一
三
三

　
ス
ム
　
ズ
な
　
ロ
　
　
を
ヨ
　
し
て

　
　
税
務
署
の
窓
ロ
を

税
目
別
か
ら
納
税
者
別
に
変
更

　
七
月
か
ら
税
務
署
の
窓
口
が
変
わ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
「
所
得
税
は
所
得
税

部
門
」
「
法
人
税
は
法
人
税
・
源
泉
所

得
税
部
門
」
「
消
費
税
な
ど
の
間
接
税

は
間
税
部
門
」
と
い
う
よ
う
に
税
目

別
に
窓
口
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
こ
れ
が
、
「
個
人
は
個
人
課
税

部
門
」
「
法
人
は
法
人
税
部
門
」
と

い
う
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
納
税
者

別
の
窓
口
に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
は
同
じ
人

が
、
法
人
税
や
消
費
税
に
つ
い
て
別

別
の
窓
口
に
行
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

は
一
つ
の
窓
口
で
す
む
よ
う
に
な
り
、

手
間
が
か
か
ら
ず
便
利
に
な
り
ま
す
。

…
申
請
や
相
談
の
主
な
窓
ロ
…

　
今
回
の
変
更
後
の
、
主
な
窓
口
は

次
の
と
お
り
で
す
。

画画
＝＿（．

▼
納
税
証
明
書
を
も
ら
い
た
い
と
き

　
所
得
金
額
の
証
明
の
場
合
、
個
人

は
個
人
課
税
部
門
、
法
人
は
法
人
課

税
部
門
と
な
り
ま
す
。
納
税
額
の
証

明
の
場
合
は
、
個
人
、
法
人
と
も
に

管
理
・
徴
収
部
門
で
す
。

▼
納
付
書
を
も
ら
い
た
い
と
き

　
納
付
書
用
紙
は
各
窓
口
に
備
え
つ

け
て
あ
り
ま
す
。

▼
個
人
で
商
売
を
始
め
た
と
き

　
個
人
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。▼

消
費
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

　
個
人
は
個
人
課
税
部
門
、
法
人
は

法
人
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

　
個
人
、
法
人
と
も
に
、
法
人
課
税

部
門
（
源
泉
所
得
税
担
当
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
延
納
な
ど
の
納
税
の
相
談
は

　
管
理
・
徴
収
部
門
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

3・7・10轡



7月21日（日）

いろいろな催しでいっぱい

家族そろって
　　　　お出掛けください

二各地区からふるさと広場を目指し、

　あなたも歩いて参加しませんか二

　■　集合場所と出発時間
　○干手地区　総合センター前

　　　　　　午前8時20分
　○上野地区　上野小学校前

　　　　　　午前9時
　○橘地区橘小学校前
　　　　　　午前8時30分
　○仙田地区　克雪センター前

　　　　　　午前8時30分集合、
　　　　　　バスで移動。松葉荘から
　　　　　　9時出発
麟　3．7．10

司向冒夕

■　競技開始　午前11時から
　　　（雨天の場合、総合体育館）

■　競技開始　午前ll時から

■　午前11時～午後1時

■　午前10時～
　当日は、パターゴルフ場を無料で
　開放します。



　橘
　医
岩療
瀬利
金用
子組
　合
幸

　①
作

　
川
西
郷
の
医
者
ど
ん

　
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
の
初
期
に

か
け
て
、
川
西
郷
に
は
次
の
医
者
様

が
居
ら
れ
た
（
敬
称
略
）
。

　
千
手
町
村
　
田
中
の
医
者
ど
ん
豊

島
玄
順
が
、
現
在
の
総
合
セ
ン
タ
ー

付
近
で
明
治
二
十
三
年
ま
で
施
療
、

貝
殻
の
中
に
膏
薬
を
つ
め
て
投
与
す

る
漢
方
医
で
、
馬
に
乗
っ
て
往
診
す

る
。
同
十
八
年
に
は
、
魚
野
川
流
域

の
人
、
井
口
周
三
が
上
新
井
村
へ
来

て
医
院
を
開
業
。
大
正
三
年
に
は
越

ケ
沢
の
川
崎
氾
三
が
千
手
へ
出
て
川

崎
療
院
を
開
き
、
政
治
家
と
し
て
も

大
き
な
足
跡
を
残
す
。
昭
和
十
一
年

に
は
、
上
野
の
藤
巻
力
雄
が
山
野
田

に
出
張
診
療
所
を
開
設
す
る
。

　
中
野
村
　
中
村
安
治
が
大
正
七
年

に
坪
山
で
医
院
を
開
業
す
る
。

　
上
野
村
　
下
平
新
田
の
漢
方
医
、

清
水
裕
栄
の
子
裕
徳
が
明
治
六
年
に

自
宅
で
医
院
（
回
春
堂
）
を
開
設
し
、

邦
太
郎
、
正
徳
と
続
い
て
大
正
九
年

に
閉
鎖
。
同
年
十
二
月
、
真
人
村
出

身
の
藤
巻
力
雄
が
、
上
野
村
民
に
請

わ
れ
て
藤
巻
医
院
を
開
業
す
る
。

　
仙
田
村
浅
田
宗
伯
に
師
事
し
た

室
島
の
増
田
元
諮
が
、
明
治
二
十
年

代
ま
で
漢
方
医
で
施
療
。
岩
瀬
の
登

坂
林
平
が
同
二
十
二
年
に
眼
科
医
院

を
開
業
。
同
三
十
四
年
に
は
回
春
堂

医
院
が
小
白
倉
に
出
張
診
療
所
を
開

設
。
同
四
十
年
に
は
越
ケ
沢
の
川
崎

氾
三
が
自
宅
に
療
院
を
開
業
。
大
正

二
年
に
は
、
伝
染
病
予
防
医
で
来
村

し
た
郡
馬
県
人
・
池
田
勝
平
が
中
仙

田
に
永
住
し
て
池
田
医
院
を
開
く
。

　
地
区
の
医
療
に
尽
く
す

　
「
有
る
時
払
い
の
催
足
な
し
」
と

い
う
仁
医
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
、
貧
し
い
農
民
は
医
者
に
診
て

も
ら
う
と
支
払
い
が
容
易
で
な
く
、

少
し
く
ら
い
の
病
気
は
我
慢
し
、
悪

化
し
て
も
祈
祷
師
や
呪
い
に
頼
る
例

が
珍
し
く
な
か
っ
た
。
重
い
病
人
で

も
よ
ほ
ど
の
身
代
が
な
い
と
入
院
は

叶
わ
ず
、
自
宅
の
一
室
で
死
を
待
つ

不
幸
な
人
が
多
か
っ
た
。
と
は
い
え
、

イ
ザ
と
い
う
時
の
神
頼
み
で
、
近
く

に
医
者
の
い
て
く
れ
る
こ
と
が
何
よ

り
も
心
強
く
、
恩
恵
も
受
け
た
。

　
こ
の
時
代
は
天
然
痘
、
コ
レ
ラ
、

赤
痢
、
ペ
ス
ト
、
腸
チ
フ
ス
な
ど
の

伝
染
病
が
毎
年
発
生
し
、
非
衛
生
的

環
境
や
、
医
療
に
無
知
だ
っ
た
こ
と

か
ら
加
速
度
的
に
蔓
延
し
、
死
亡
者

が
続
出
し
て
唱
け
つ
を
き
わ
め
た
。

　
医
師
た
ち
は
、
一
般
診
療
の
か
た

わ
ら
種
痘
医
や
伝
染
病
予
防
医
と
な

り
、
身
の
危
険
も
か
え
り
み
ず
避
病

院
に
も
勤
務
し
、
患
者
の
治
療
と
村

民
の
健
康
保
持
に
尽
力
し
て
い
る
。

無
医
村
だ
っ
た
橘
村

　
天
明
か
ら
天
保
ま
で
を
生
き
た
田

口
藤
内
は
木
落
が
生
ん
だ
名
医
で
、

連
日
、
治
療
を
乞
う
者
が
永
照
堂
の

門
前
に
列
を
な
し
た
と
い
う
。

　
そ
の
橘
村
に
お
い
て
は
、
野
口
の

野
沢
武
三
郎
が
明
治
二
十
四
年
に
克

寿
堂
医
院
を
開
業
す
る
が
、
日
露
戦

争
に
軍
医
で
応
召
す
る
。
そ
の
あ
と

村
山
進
三
が
出
張
診
療
を
行
う
が
、

武
三
郎
が
戦
病
没
す
る
と
閉
鎖
さ

れ
、
以
後
は
一
人
の
開
業
医
も
寄
り

つ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
大
正
十
一

年
に
、
仁
田
の
戸
田
氏
正
が
歯
科
医

院
を
開
業
し
た
ほ
か
は
、
昭
和
の
初

期
ま
で
無
医
村
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
村
で
あ
る
。

橘
人
士
の
気
骨

　
庄
司
山
の
英
魂
が
こ
も
っ
て
い
る

の
か
、
橘
の
人
び
と
は
進
取
の
気
性

に
富
み
、
ド
ッ
コ
イ
と
な
る
と
、
公

共
の
た
め
に
は
［
井
戸
塀
」
も
辞
さ

な
い
橘
人
士
の
気
骨
が
あ
る
。

　
こ
の
美
風
は
野
口
の
大
原
開
発
、

五
升
苗
た
め
池
の
造
成
、
取
安
川
に

発
電
所
建
設
、
葉
た
ば
こ
栽
培
、
栄

橋
の
架
設
な
ど
に
、
そ
の
時
ど
き
を

先
人
た
ち
が
果
敢
に
挑
戦
し
て
現
代

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
数
年
は
、
救
世
主
の
よ
う
に

現
わ
れ
た
大
久
保
義
信
先
生
が
、
越

後
善
光
寺
の
建
立
を
献
身
的
に
呼
び

か
け
て
く
だ
さ
り
、
こ
の
大
事
業
に

協
賛
し
て
、
有
志
が
実
現
に
向
け
て

奔
走
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
は
世
人
の

敬
服
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し

た
、
地
域
の
発
展
を
真
剣
に
考
え
て

動
く
人
び
と
の
姿
に
、
昭
和
初
期
の

橘
村
を
想
起
す
る
人
は
少
く
な
い
。

全
国
で
最
初
の
診
療
所

　
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
の
は
、
無
医

村
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
す
る
有
志
が

医
療
利
用
組
合
の
結
成
を
呼
び
か
け
、

農
民
の
集
団
の
力
で
、
豪
雪
地
の
農

村
に
全
国
で
最
初
の
診
療
所
を
設
置

し
た
橘
村
の
物
語
で
あ
る
。

橘地区中心街（6．24）

　
筆
者
の
手
も
と
に
、
丸
山
精
二
郎

前
収
入
役
と
仁
田
の
戸
田
千
代
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
厚
生
文
化
」
、

昭
和
二
十
六
年
一
月
一
日
号
の
切
り

抜
き
が
あ
る
。
こ
の
新
聞
は
、
当
時

全
国
の
医
療
機
関
や
病
院
関
係
者
に

向
け
て
、
厚
生
省
と
全
国
厚
生
連
合

会
が
共
同
で
編
集
発
行
し
た
権
威
の

あ
る
月
刊
紙
だ
っ
た
。

　
ま
ず
は
、
そ
の
新
年
号
の
特
集
記

事
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

橘
病
院
訪
問
記

雪
の
高
田
と
と
も
に
、
わ
が
国
ス

キ
ー
の
発
祥
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
上
越
線
小
千
谷
町
か
ら
南
へ
お
よ

そ
五
里
。
信
濃
川
に
沿
っ
て
上
り
勾

配
に
と
む
県
道
を
走
る
、
、
ハ
ス
は
、
窓

外
に
紅
葉
し
た
野
山
を
美
し
く
繰
り

展
げ
な
が
ら
、
五
十
分
ほ
ど
し
て
目

的
地
の
新
潟
県
中
魚
沼
郡
橘
村
、
県

生
産
農
協
連
の
橘
病
院
に
着
い
た
。

　
同
病
院
は
去
る
五
月
診
療
所
が
拡

充
さ
れ
て
病
院
に
な
っ
た
ば
か
り
。

病
床
も
廿
二
、
医
師
四
名
、
看
護
婦

八
名
、
技
師
二
名
、
そ
の
他
五
名
の

総
員
十
五
名
、
病
院
と
し
て
の
歴
史

も
ご
く
浅
く
、
規
模
も
大
き
く
は
な

い
が
、
そ
の
前
身
は
去
る
昭
和
九
年

十
一
月
、
橘
村
診
療
所
と
し
て
発
足

し
、
島
根
県
鹿
足
郡
青
原
村
（
現
在

の
島
根
県
施
設
農
協
連
日
野
病
院
）

に
次
ぐ
わ
が
国
で
最
古
の
医
療
利
用

組
合
で
あ
る
。
　
（
以
下
次
号
）
。
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と

ひまわりグループに優秀賞

ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と

町
・
普
及
所
・
農
協
の
担
当
者

　
六
月
十
九
日
、
新
潟
市
公
会
堂
に

お
い
て
新
潟
県
農
村
生
活
研
究
集
会

が
開
か
れ
、
席
上
、
町
の
ひ
ま
わ
り

グ
ル
ー
プ
（
中
屋
敷
地
域
で
組
織
・

代
表
高
橋
ハ
ナ
さ
ん
）
が
、
県
農
村

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
協
議
会
（
高
橋

美
佐
子
会
長
）
か
ら
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
昭
和
4
7
年
、
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及

ぶ
大
ほ
場
整
備
事
業
が
完
成
し
、
生

産
組
合
方
式
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
農
家
形
態
が
一
変
。

一
般
農
家
の
多
く
は
勤
め
に
出
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
だ
い
に
土
に
接
す
る
時
間
も
少

な
く
な
り
、
荒
れ
た
ま
ま
の
畑
も
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
ろ
、
周

囲
に
長
い
一
日
を
持
て
余
し
、
孤
独

感
と
焦
燥
感
を
訴
え
る
老
人
が
増
え

て
き
た
の
で
す
。
　
「
こ
の
人
た
ち
を

何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
！
」
と
い
う

思
い
が
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
一
家
の
主
人
が
勤
め
人
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
水
田
の
管
理
は

主
婦
の
手
に
移
り
、
管
理
の
未
経
験

の
者
た
ち
が
「
集
ま
っ
て
農
業
の
勉

強
を
し
て
は
」
と
話
し
合
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
、
昭

和
5
1
年
、
メ
ン
バ
ー
1
5
人
、
町
の
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
第
一
号
と
し
て
誕

生
し
た
の
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
水
田
管
理
の
講
習
、
野
菜
づ
く
り

の
基
本
、
農
薬
の
使
い
方
、
土
づ
く

り
の
講
習
…
…
、
ど
の
農
業
技
術
も

新
し
く
、
グ
ル
ー
プ
員
は
目
を
輝
か

せ
て
取
り
組
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
生
産
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

共
同
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、

荒
れ
地
を
耕
し
、
堆
肥
を
運
び
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
を

栽
培
し
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
一
か
ら

の
作
業
で
、
つ
ら
い
日
々
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
結
成
以
来
1
5
年
、
現
在
、
m
ア
ー

ル
の
共
同
畑
に
ス
イ
カ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

野
沢
菜
を
栽
培
・
出
荷
。
ハ
ー
ブ
の

栽
培
や
加
工
品
の
試
作
も
始
め
ま
し

た
。

　
ま
た
、
　
「
な
か
ま
の
家
」
の
作
業

の
応
援
、
一
人
暮
ら
し
老
人
の
給
食

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
6
1
年
に
は
、
同
じ
よ
う
な
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
と
連
絡
会
を
結
成
。

「
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
」
事
業
へ
の
参

加
、
　
「
青
空
市
」
で
は
、
新
鮮
な
野

菜
、
手
作
り
の
加
工
品
な
ど
を
出
品

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
元
年
か

ら
幹
線
町
道
の
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」

の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
1
5
年
を
振
り
返
る
と
、
多
く
の

人
た
ち
の
手
助
け
が
あ
っ
た
、
感
謝

し
て
い
る
。
大
勢
で
や
っ
た
か
ら
…
、

い
ろ
い
ろ
話
し
合
え
る
仲
間
が
い
た

か
ら
…
、
つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。
」
と
は
、
こ
の
人
た
ち

の
一
致
し
た
感
想
で
し
た
。

　自然環境の
バロメーター

　
六
月
二
十
五
日
、
夜
八
時
か
ら
、

沖
立
下
島
地
区
で
、
こ
と
し
で
三
回

目
の
「
ホ
タ
ル
の
会
」
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
会
は
、
柄
沢
悌
二
さ
ん
（
沖

立
・
6
1
歳
）
が
発
起
人
と
な
っ
て
、

沖
立
地
区
や
千
手
小
学
校
P
T
A
の

有
志
が
「
ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ
い

に
し
よ
う
」
と
、
七
年
ほ
ど
前
か
ら

呼
び
掛
け
を
実
施
。
一
昨
年
か
ら
、

よ
う
や
く
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
様
子

が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
、
全
町
に

「
ホ
タ
ル
と
き
れ
い
な
川
の
大
切
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
計
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
集
合
場
所
と
な
っ
た
、
沖
立
集
落

セ
ン
タ
ー
前
で
は
、
ホ
タ
ル
の
観
賞

ホ
タ
ル
は
夜
8
時
ご
ろ
が

　
い
ち
ば
ん
よ
く
飛
び
ま
す

を
し
ょ
う
と
、
去
年
よ
り
多
い
、
お

よ
そ
二
百
人
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

晩
酌
も
そ
こ
そ
こ
に
、
子
ど
も
に
ね

だ
ら
れ
て
、
腰
を
上
げ
た
お
父
さ
ん
、

他
地
域
か
ら
有
線
放
送
を
聞
い
て
集

ま
っ
た
親
子
連
れ
な
ど
の
姿
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
ホ
タ
ル
は
、
水
質
が
弱
ア
ル
カ
リ

性
の
き
れ
い
な
水
辺
に
生
息
し
、
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
の
場
合
は
、
渓
流
の
よ

う
に
一
定
の
速
さ
で
水
が
流
れ
、
空

気
中
の
酸
素
が
十
分
溶
け
込
ん
で
い

る
こ
と
、
エ
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
や

タ
ニ
シ
な
ど
、
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

が
条
件
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
雨
降
り
あ
げ
く
と
あ

っ
て
、
去
年
ほ
ど
の
数
は
見
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
参
加
し
た
人
た
ち
は

心
ゆ
く
ま
で
ホ
タ
ル
を
観
賞
し
て
い

ま
し
た
。

3．7．10勢
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ム
図
圖
團

圃
函
回
▽

子
ど
も
が
選
ん
だ
子
ど
も
の
本

二
五
年
以
上
読
み
つ
が
れ
．
親
し

ま
れ
て
き
た
本
　
　
鳥
越
信
編

子
ど
も
に
と
っ
て
読
書
と
は
、
楽

し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た

り
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す
る

の
と
全
く
変
わ
ら
な
い
楽
し
い
世
界

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な

の
に
現
実
に
は
、
本
を
読
ま
な
い
子

ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
読
書
が
無
条
件

に
お
も
し
ろ
く
楽
し
い
も
の
で
あ
れ

ば
、
読
書
嫌
い
な
ど
な
る
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
表
題
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
は

本
に
直
接
利
害
関
係
の
な
い
子
ど
も

の
立
場
か
ら
選
定
さ
れ
た
画
期
的
な

も
の
で
す
。
し
か
も
二
五
年
以
上
読

み
つ
が
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
と
い

う
尺
度
が
あ
り
ま
す
。
歳
月
は
、
ほ

ん
も
の
の
お
も
し
ろ
さ
の
あ
る
本
を

残
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
　
「
キ
ン
肉
マ
ン
」
と
い

う
マ
ン
ガ
が
一
世
を
支
配
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
で
は
消
え
て
な
く

な
り
ま
し
た
。
長
い
年
月
の
間
に
子

ど
も
た
ち
は
残
す
べ
き
も
の
は
残
し
、

整
理
す
べ
き
も
の
は
捨
て
て
い
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
子
ど
も
が
選
ん
だ
無
条
件
で
お
も

し
ろ
い
、
そ
ん
な
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
が

公
民
館
図
書
室
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

幼
児
・
小
低
学
年
・
小
中
学
年
・
小

高
学
年
別
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
屈
ぬ
き
で
楽
し
い
、
そ
し
て
魅
力

と
感
動
に
満
ち
た
本
と
巡
り
合
い
た

い
方
は
、
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

＝＝3＝2323＝33＝＝333＝＝＝323＝＝33＝＝＝2＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

纈霧〈
川
西
中
学
校
ー

3．7．10

2
年
北
野
め
ぐ
み
さ
ん

2
年
中
川
靖
子
さ
ん

2
年
斎
木
恵
美
さ
ん

霧

灘
轍

勲君2年高橋

2年福崎文人君

2年星名恵美子さん

（8月号は千手小学校です）

2
年
数
藤
ひ
ろ
み
さ
ん



紙
面
で

ふ
る
さ
と
の

　
　
　
　
　
　
情
報
を

横
浜
市
永
井
昭
代
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
上
野
出
身
）

　
前
略

　
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
い
つ
も
楽
し

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
川
西
町
を
後
に
し
て
早
い
も
の
で

二
十
数
年
…
：
、
二
年
に
一
度
く
ら

い
は
帰
省
す
る
の
で
す
が
、
い
つ
も

慌
た
だ
し
く
、
町
を
ゆ
っ
く
り
見
る

暇
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
広
報
で
い

ろ
ん
な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
川
西
八
景
の
写
真
で
は
、
信
濃
川

で
グ
ミ
取
り
や
写
生
大
会
を
し
た
こ

ろ
を
思
い
出
し
、
節
黒
城
趾
で
は
小

学
校
の
こ
ろ
の
遠
足
、
ブ
ナ
林
で
は

青
春
時
代
を
。
ま
た
、
国
の
重
文
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
星
名
邸
で
は
、
相

撲
取
り
が
泊
ま
っ
て
、
物
珍
し
く
て
、

見
に
行
っ
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な
こ

と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

　
「
ち
い
さ
な
展
覧
会
」
で
は
、
姪

や
甥
の
名
前
を
見
つ
け
た
り
、
従
兄

弟
の
結
婚
式
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の

お
嫁
さ
ん
）
の
様
子
や
知
人
た
ち
の

思
い
が
け
な
い
写
真
や
名
前
が
載
っ

た
り
し
た
り
す
る
と
、
と
て
も
隈
か

し
く
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
「
く
ら
し
と
け
ん
こ
う
」
も
、
私

に
と
っ
て
は
見
逃
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
役
に
立
つ
こ
と
が
た
く
さ
ん

載
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し

て
お
り
ま
す
。

　
川
西
町
の
催
し
が
東
京
で
よ
く
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
情
報
が
入
る
と
同

級
生
や
知
人
た
ち
と
誘
い
合
わ
せ
て

出
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
五
月
五
日
は
、
池
袋
の
西
武
デ
パ

ー
ト
に
行
き
、
つ
き
た
て
の
お
モ
チ

を
食
べ
、
山
菜
を
た
く
さ
ん
買
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
高
円
寺
で
催
さ
れ

る
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
は
毎
年
行

っ
て
、
田
舎
の
香
り
や
言
葉
な
ど
、

心
の
ふ
れ
あ
い
を
満
喫
し
て
帰
宅
し

て
お
り
ま
す
。

　
私
は
皮
膚
が
弱
く
、
か
ぶ
れ
や
す

い
の
で
山
菜
を
取
る
方
た
ち
の
苦
労

が
身
に
し
み
、
大
切
に
食
べ
て
お
り

ま
す
。

　
行
政
や
文
化
面
で
も
川
西
町
の
発

、
蟻
憐
癖
幕
魏
器

　
　
　
　
琶
駅
仲
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
川
ん
　
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
の
ご
発

　
　
　
．
棚
の
さ

　
　
　
　
川
ご
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
良
甥

、
義
萎
長
と

運動会の花盛り6月2日
　　　　総　綴　　　 灘

藩撫鐘
皿
、
齢
灘

灘欝
、

　
鞭

　
襲

　
雛
鐵

　町内各掛学校で、一斉薩運動会が実施されました。その挙校
独臼の種目や応援合戦があ鵜、まだ、競技の感想を卒業生にイ
ンダビュー講愛る、ユ叢一タな学校も晃られましたQ

大
人
も
子
供
も
一
緒
に
な
っ
て
、

大
玉
を
早
く
送
る
こ
と
だ
け
を

考
え
て
…
…
（
白
倉
小
）

駕

、
灘
論

馨
織灘

箋

　
糠

　
難
綿
．

　
　
認
簸

　
㎜
難
霧
鞭

－
霧
離

一輪車乗りは学校のお家芸。昼休み
を利用して披露しました（仙田小）

　　　　　　　．渕．．．洲ザ　　　　　　　　　　　　　壷　　i

離
難
羅
驚

兜
を
か
ぶ
っ
て
鎧
を
つ
け
て
、

「
め
ざ
せ
節
黒
城
」
の
一
コ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
小
）

議
懲
難
■

潤
　
p

　　　　　　　灘　　　　　　　灘　　　　　　襲　　　　　縣　　　嚢　　灘　灘灘

罵翠響簗、灘纒轟灘嚢鰯
　　　　　　　　　　台風が学校に上陸。三人が一組の「台風
です（千手小）　　　　　の目」になってリレーします（橘小）

蝿
購
騨

．
難
欝

　全学年による「全員リレー」。最大の見せ場
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を
お
　
を
ピ
ピ
ぶ
ぎ
ピ
ピ
　
お

戸
籍
の
窓
か
急

　
　
葛
犠
犠
毎
葛
葛
葛
斜
㊥
や
＠
犠
恩
φ
聖
＠
葛
飼
儀

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
さ
な
え
延
　
也

大
海
　
早
苗
か
お
る
長
女
山
口
同
原
田

　
　
　
か
ず
や
成
　
良

水
品
　
和
也
滋
　
子
長
男
新
町
新
田

　
　
　
ゆ
う
た

　
　
　
　
　
　
ま

押
木
　
雄
太
晴
弓
美
二
男
中
仙
田

　
　
み
さ
こ

　
　
　
　
　
　
り

高
橋
美
沙
子
　
　
岡
　
　
長
女
中
屋
敷

　
　
　
　
　
君
　
子

　
　
　
み
さ
と
春
男

引
間
美
里
　
　
　
　
二
女
坪
　
山

　
　
　
　
　
規
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
小
わ
琶

ー
　
　
　
　
璽
贋

　
ρ　

　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

○
蛍
火
や
闇
に
流
る
・
水
の
音

　
放
水
儲
二
つ
に
分
け
て
蛍
と
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
星
光

○
次
つ
ぎ
に
蜂
の
来
て
去
り
南
瓜
花

　
藁
敷
い
て
三
本
仕
立
西
瓜
蔓

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

○
栗
の
花
ふ
と
匂
い
く
る
夜
の
風

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

　
梅
雨
晴
の
雲
行
早
し
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

　
笹
の
子
を
採
る
や
雲
問
の
横
手
山

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

　
睡
蓮
の
涼
し
き
色
を
浮
べ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

　
新
緑
に
浮
か
ぶ
朱
色
の
御
神
橋

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　　　（　　　（　　　（　　　 （　　　（
李登小中金登丸小李中高田

　坂林條　坂山幡　條橋中

福龍恵重鶴順直克貞邦保
子二子文順一子浩淑彦子剛
韓岩伊木韓岩根仁韓岩小仁仁

田

小
毛
谷
市
か
ら

瀬国
か
ら

田
か
ら

深瀬国
か
ら

島友
か
ら

瀬国
か
ら

　
　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
広
報
発
行
に

匿
名
希
望
（
調
布
市
）
五
千
円

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

長
部
　
三
郎
5
9
（
本

登
坂
　
ヨ
リ
72
（
恒

丸
山
重
太
郎
7
9
（
本

高
橋
　
フ
ミ
8
2
（
礼

丸
山
　
ヨ
リ
8
4
（
政

人
）
中
屋
敷

宣
）
赤
谷

人
）
木
落

三
）
伊
友

勝
）
高
原
田

初
茄
子
供
え
仏
の
香
す
が
し

　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
数
藤
壮
一

梅
雨
の
日
を
生
ま
る
・
孫
の
産
着
縫
う

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

雨
霧
の
林
へ
流
れ
梅
雨
深
し

　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川
　
　
亘

束
の
間
の
雲
を
離
れ
し
梅
雨
の
月

　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

朝
露
に
艶
濃
き
茄
子
採
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
　
詩
朗

あ
れ
こ
れ
と
田
畑
見
廻
り
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺
チ
ャ
ウ

梅
雨
に
濡
れ
紫
陽
花
の
毬
色
を
増
す

　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
　
春
子

梅
雨
晴
れ
て
プ
ー
ル
開
き
の
笛
の
音

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

新
緑
の
旅
の
鞄
の
俳
句
帳

　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

田
休
み
に
作
る
ち
ま
き
の
笹
匂
う

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

湯
の
宿
の
青
葉
の
中
に
埋
れ
て

　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
＼

瓜
の
花
越
後
三
山
雪
ま
ば
ら

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

紫
陽
花
の
咲
い
て
梅
雨
空
明
か
る
か
り

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

枕
辺
の
く
ち
な
し
咲
き
て
義
兄
逝
け
り

　
　
　
　
　
　
原
田
　
根
津
と
さ
子

雲
海
に
加
賀
屋
ホ
テ
ル
の
見
え
て
来
し

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

餌
を
運
ぶ
親
に
巣
燕
に
ぎ
や
か
に

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

雨
は
れ
て
紫
陽
花
の
濃
き
垣
根
か
な

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

紫
陽
花
の
色
鮮
や
か
に
夏
来
た
る

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
静
江

山
の
宿
遍
路
の
足
袋
も
揃
え
あ
り

　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

郭
公
の
鳴
く
森
静
か
ビ
ル
白
し

　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

朱
の
鳥
居
く
ぐ
り
て
し
ば
し
木
下
闇

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
食

　
貧
血
と
は
、
体
内
に
酸
素
を
供
給

す
る
血
液
中
の
血
色
素
（
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
）
が
減
少
し
て
、
体
内
が
酸
欠

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
様
々
な
原
因
が
あ
る
中
で
、
大
部

分
が
鉄
分
の
不
足
に
よ
る
鉄
欠
乏
性

貧
血
で
す
。
町
で
も
、
平
成
二
年
度

の
住
民
検
診
で
は
二
、
五
〇
〇
人
中
、

15
％
に
当
た
る
三
七
五
人
も
の
方
が

貧
血
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

灘

嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒
難
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
読
・
’
・
．

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
住
民
検
診

貧
血
検
査
も
あ
り
ま
す
（
6
．
12
）

　
ど
。

③
鉄
分
を
多
く
含
む
食
品
を
食
べ

　
る
1
牛
肉
、
レ
バ
ー
、
魚
、
大
豆
、

　
い
も
類
、
海
藻
類
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
葉
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
恥
、
ビ
タ
ミ

　
ン
C
を
多
く
含
む
食
品
を
1
貝
類
、

　
海
藻
類
、
レ
バ
ー
、
い
も
類
、
緑

　
黄
色
野
菜
、
果
物
な
ど
。

⑤
鉄
製
の
調
理
器
具
を
使
う
；
調

　
理
器
具
か
ら
鉄
分
の
摂
取
が
期
待

　
で
き
ま
す
。
酢
や
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ

　
ッ
プ
を
使
っ
て
調
理
す
る
と
さ
ら

　
に
効
果
的
。

　
ま
た
、
薬
で
鉄
分
を
補
給
し
て
い

る
よ
う
な
場
合
に
は
、
食
後
3
0
分
程

度
は
濃
い
お
茶
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
お
茶
に
含
ま
れ
る
タ
ン
ニ

ン
と
い
う
成
分
が
、
鉄
の
吸
収
を
妨

げ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
で
す
。

3・7・10轡

生
　
活

　
貧
血
予
防
の
基
本
原
則
は
、

分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
と
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
栄
養
素
の
摂
取
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
・
そ
の
ず
ン
ト
を
囎

示
す
と
、
　
　
　
　
　
麗

①
イ
該
タ
ン
ト
食
品
や
外
食
を
駒

　
控
え
　
偏
食
を
な
く
す
。

②
良
質
の
た
ん
白
質
を
食
べ
る
1

肉
叩
魚
査
為
衣
品
な
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「


